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観光案内所「ＷＡＮＤＥＲ ＣＯＭＰＡＳＳ渋谷」のＤＸを推進 

渋谷駅来街者への遠隔接客とＡＩチャットによるリモートコンシェルジュ案内を実施 
東急株式会社 

東急電鉄株式会社 

株式会社Huber. 

株式会社Nextremer 

 

東急株式会社（以下：東急）、東急電鉄株式会社（以下：東急電鉄）と株式会社Huber.（以下Huber）、株式会社

Nextremer（以下： Nextremer）は、渋谷への来街者を対象として、お客さまからのさまざまなご質問に安全・安心

かつ最適な対応ができるリモートコンシェルジュサービス（以下本サービス）を３月２５日よりプレ導入します。本

サービスは東急が運営する東横線・田園都市線渋谷駅ナカの観光案内所「ＷＡＮＤＥＲ ＣＯＭＰＡＳＳ ＳＨＩＢＵ

-ＹＡ（以下、本案内所）」のスタッフによる遠隔での案内とＡＩチャットボットによる問い合わせ対応、観光プランの

提案が可能です。本サービスを搭載した非接触型サイネージディスプレイを渋谷駅に設置します。 

 

本サービスは、Huberが提供する、観光客の潜在的な旅行ニーズを端末上でヒアリングし、回答結果をもとに

観光客のニーズに合わせたプラン提案をする「たび診断」とNextremerの提供する、ＡＩ案内サイネージを組み合

わせたサービスです。 

本サービスは、駅の出口案内や乗換案内などよくある質問をＡＩチャットボットにて回答し、お客さまのニーズや

嗜好性に合わせた相談、観光提案は本案内所のスタッフが「たび診断」の結果をもとに遠隔接客を行うことで効

率的に案内します。本案内所の営業時間外や実際に本案内所を訪れなくても道案内や観光案内など来街者の

お困りごとを非接触、非対面で解決することでコロナ禍においても、安全・安心な新たな観光案内を実現します。

また、日本語のみならず英語にも対応しています。 

 

東急は、２０１８年秋から業務提携先のHuberとともに本案内所を運営しており、国内の渋谷来街者やインバ

ウンド観光客など多くのお客さまをご案内してきました。本案内所スタッフの知見やコミュニケーションスキルをＡＩ

やデジタルの力を活用することで、さらに広げ、より付加価値の高い観光相談と効率的な案内を目指し観光案内

所のサービスを店舗外でも提供できるように拡充します。本サービスは５月末まで渋谷駅で実施し、その後渋谷

エクセルホテル東急や渋谷東急ＲＥＩホテルに設置予定です。 

 

東急および東急電鉄は、渋谷駅構内や渋谷駅周辺の観光案内業務のＤＸ化を進めることで効率化と付加価

値の高い観光案内の両立を図り、情報発信やサービス機能のさらなる強化を通じて、「日本一訪れたい街 渋

谷」および東急線沿線の交流人口拡大を目指します。 

また、東急、Huber、Nextremerの３社は渋谷での利用実績をもとに本サービスのＵＩ／ＵＸを向上させ、今後全

国の観光案内所やインフォメーション施設への導入を目指します。 

   

本リリースの詳細は別紙の通りです。 

 
 

▲イメージ写真①（端末）         ▲イメージ写真②（遠隔接客）      ▲イメージ写真③（たび診断） 

 

 



 

【別紙】 

■リモートコンシェルジュについて 

１．提供機能 

①「遠隔接客」 

リモートコンシェルジュ端末とＷＡＮＤＥＲ ＣＯＭＰＡＳＳ ＳＨＩＢＵＹＡを繋ぎ、テレビ電話にてスタッフが利用 

者の質問、お困りごとに回答します。 

②「ＡＩ案内サイネージ」 

観光案内および施設案内業務に最適化された音声対話型ＡＩチャットボットにより視覚的に案内します。 

駅構内においては乗換案内や遅延情報、駅周辺案内や飲食店店舗検索も可能です。 

③「たび診断」 

旅や嗜好性に関する複数の質問に回答することで、利用者の潜在的なニーズや特性を把握できるだけでなく、

「たび診断」の回答結果を元におすすめの観光プランを提案します。 

  たび診断は株式会社Huber.が特許を有する仕組みです。 

 

２．設置場所と期間 

①渋谷駅構内２か所（ヒカリエ改札前、ハチ公改札前）３月２５日～５月末（予定） 

 
②渋谷エクセルホテル東急、渋谷東急ＲＥＩホテル６月～（予定） 

設置後、サービスの利用状況などを分析し本導入について検討します。 

※利用状況等により設置状況が変更になる場合があります。 

 

３．対応言語 

  日本語・英語遠隔接客（スタッフの対応）、ＡＩチャットボット、たび診断 

 

４．サイネージディスプレイについて 

沖電気工業株式会社（社長：鎌上信也、本社：東京都港区）の提供による非接触でのサイネージディスプレイ

を設置、雑音除去マイクと指向性スピーカ一により駅構内でもストレスなく対話が可能です。（通常のタッチパ

ネルでも動作します） 

 



 

■サービス利用イメージ例 

①乗り換え案内 

   
  

「トップ画面（日本語）」で「乗り換え案内」を選択        ＡＩチャット画面（行先案内） 

 

②駅周辺案内（英語の場合） 

   
「トップ画面（英語）」で「ｓｈｉｂｕｙａ ｍａｐ」を選択         ＡＩチャット画面（駅周辺案内） 

 

③遠隔接客 

                         
「トップ画面（日本語）」で 

「スタッフに気軽にきいてみる」を選択     

 

④たび診断プラン 

 

 
「トップ画面（日本語）」で 

「観光案内」で「たび診断」を選択            たび診断プラン提案画面  

遠隔接客画面 



（参考） 

■ＷＡＮＤＥＲ ＣＯＭＰＡＳＳ ＳＨＩＢＵＹＡ（ワンダーコンパス渋谷）について 

１．場所：東京都渋谷区道玄坂２－１－１ 渋谷駅地下１階コンコース（渋谷ちかみち総合インフォメーション内） 

２．開業日：２０１８年１０月１９日（金） 

３．営業時間：１０時００分～２０時００分 

４．取扱内容：たび診断サービス（Huber.） ・ガイドマッチングサービス（Huber.） 

渋谷駅構内および周辺案内等のコンシェルジュサービス（英語対応可） 

手荷物一時預かりサービス・旅行手配サービス（外国人観光客向けツアー含む） 

Ｗｉ－Ｆｉルーターレンタルサービス（ＮＩＮＪＡ ＷｉＦｉ®）・ＳＩＭ販売・受渡しサービス（Ｓａｋｕｒａ Ｍｏｂｉｌｅ） 

外貨両替サービス（ＳＭＡＲＴ ＥＸＣＨＡＮＧＥ）・外貨を電子マネーなどに交換するサービス（ポケットチェンジ） 

５．ＵＲＬ：https://wandercompass.jp 

 

■株式会社Ｈｕｂｅｒ.について 

１．本社所在地：神奈川県川鎌倉市大町１－１－１４ＨＡＴＳＵ鎌倉 

２．会社設立 ：２０１５年４月２７日 

３．代表取締役：紀陸 武史 

４．事業内容：訪日外国人向け観光案内所、 訪日外国人向けガイド、 

訪日外国人向け地域ＰＲコンサルティングなど 

５．ＵＲＬ：https://huber.co.jp/ 

６． 東急アクセラレートプログラム２０１６東急賞受賞、２０１８年より東急と資本業務提携 

 

■株式会社Nextremerについて 

１．本社所在地：東京都板橋区成増１－３０－１３ 成増トーセイビル１０F 

２．会社設立 ：２０１２年１０月 

３．代表取締役：高橋太一 

４．事業内容：ＡＩ社会実装事業 (ＡＩエンジンライセンス・ＡＩプロダクト)、ＡＩシステム開発・研究開発事業 

５．ＵＲＬ：https://www.nextremer.com/ 

６．東急アクセラレートプログラム２０１６二子玉川賞受賞 

 

■「東急アクセラレートプログラム」について 

２０１５年度から、スタートアップを中心とした企業との事業共創を図る「東急アクセラレートプログラム」を実施し

ています。本プログラムを通じて、東急グループの最重要拠点である「渋谷」を東急線沿線の生活利便性を高め

る新たな価値創出の場にするだけでなく、スタートアップ企業などの持続的成長を実現するグローバルなイノベ

ーション拠点にすることを目指しています。 

 

 

 

 

 

以上 

https://wandercompass.jp/
https://huber.co.jp/

